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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムの端末機(User Equipment：ＵＥ)と基地局(Evolved Node B：ＥＮＢ)
との間におけるランダムアクセス手順を用いるランダムアクセスプリアンブルの伝送方法
であって、
　前記ＵＥは、無線チャンネル状態及び前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの
伝送後に伝送するメッセージサイズに基づいて、前記ＵＥと前記ＥＮＢとの間のランダム
アクセスプリアンブルセットのうちの一つを選択するステップと、
　前記ＵＥは、前記選択されたランダムアクセスプリアンブルセットからランダムにラン
ダムアクセスプリアンブルを選択するステップと、
　前記ＵＥは、前記選択されたランダムアクセスプリアンブルをランダムアクセスチャン
ネルを介して前記ＥＮＢに伝送するステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　第１のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記無線チャンネル状態がしきい値よ
り大きく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージ
サイズがメッセージサイズしきい値より大きい場合に、選択されることを示すことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第２のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記無線チャンネル状態がしきい値よ
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り大きくなく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝送するメッセ
ージサイズがメッセージサイズしきい値以下である場合に、選択されることを示すことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線チャンネル状態は、チャンネル品質情報を無線チャンネル状態しきい値と比較
することによって判定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線チャンネル状態は、経路損失情報を無線チャンネル状態しきい値と比較するこ
とによって判定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線チャンネル状態は、
　前記ＵＥの最大送信電力を、前記受信されたＥＮＢアンテナでの干渉情報と、送信電力
、及びダウンリンクパイロットチャンネルに対する受信電力を用いて計算された経路損失
と、アルファとの和と比較して判断され、
　前記アルファは、放送されたシステム情報に含まれた値と固定された値のうち一つであ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　移動通信システムの端末機(User Equipment：ＵＥ)と基地局(Evolved Node B：ＥＮＢ)
との間におけるランダムアクセス手順を用いる無線リソース割り当て方法であって、
　前記ＥＮＢは、前記ＵＥからランダムアクセスチャンネルを受信してランダムアクセス
プリアンブルを抽出するステップと、
　前記ＥＮＢは、前記抽出されたランダムアクセスプリアンブルが前記ＵＥと前記ＥＮＢ
との間でのランダムアクセスプリアンブルセットのうち、どのセットに属しているかを判
定するステップと、
　前記ＥＮＢは、前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットに従って無線リソ
ースを割り当てるステップと、
を有し、
　前記ランダムアクセスプリアンブルセットは、無線チャネル状態及び前記ＵＥが前記ラ
ンダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズを考慮して選択される
ことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットによって前記ＵＥの無線チャンネ
ル状態を判定し、前記判定された無線チャンネル状態によって無線リソースを割り当てる
ステップをさらに有することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットから、前記ＵＥがランダムアクセ
スプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズが、メッセージサイズしきい値より
大きいと判定された場合に、前記メッセージサイズより大きいメッセージを伝送する無線
リソースを割り当てるステップをさらに有することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットから、前記ＵＥがランダムアクセ
スプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズが、メッセージサイズしきい値以下
であると判定された場合に、前記メッセージサイズと等しいメッセージを伝送する無線リ
ソースを割り当てるステップをさらに有することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　移動通信システムの端末機(User Equipment：ＵＥ)と基地局(Evolved Node B：ＥＮＢ)
との間におけるランダムアクセス手順を用いるランダムアクセスプリアンブル伝送装置で
あって、
　無線チャネル状態及び前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝送す
るメッセージサイズに基づいて、前記ＵＥと前記ＥＮＢとの間でのランダムアクセスプリ
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アンブルセットのうちの一つを選択するランダムアクセスプリアンブルセット選択部と、
　前記選択されたランダムアクセスプリアンブルセットから一つのランダムアクセスプリ
アンブルをランダムに選択するランダムアクセスプリアンブル選択部と、
　前記ランダムアクセスプリアンブル選択部によって選択されたランダムアクセスプリア
ンブルをランダムアクセスチャンネルを介して前記ＥＮＢに伝送する送信部と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記ランダムアクセスプリアンブルセット選択部は、
　前記無線チャンネル状態がしきい値より大きく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリ
アンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きい場
合に、第１のランダムアクセスプリアンブルセットを選択することを示すことを特徴とす
る請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ランダムアクセスプリアンブルセット選択部は、
　前記無線チャンネル状態がしきい値より大きくなく、前記ＵＥが前記ランダムアクセス
プリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値以下であ
る場合に、第２のランダムアクセスプリアンブルセットを選択することを特徴とする請求
項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記無線チャンネル状態判断部は、
　前記チャンネル品質情報と無線チャンネル状態しきい値とを比較して、前記無線チャン
ネル状態を判定することを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記無線チャンネル状態判断部は、
　前記経路損失情報と無線チャンネル状態しきい値とを比較して、前記無線チャンネル状
態を判定することを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記無線チャンネル状態は、
　前記ＵＥの最大送信電力を、前記受信されたＥＮＢアンテナでの干渉情報と、送信電力
、及びダウンリンクパイロットチャンネルに対する受信電力を用いて計算された経路損失
と、アルファとの和と比較することによって、判定され、
　前記アルファは、放送されたシステム情報に含まれた値と固定された値のうち一つであ
ることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　移動通信システムの端末機(User Equipment：ＵＥ)と基地局(Evolved Node B：ＥＮＢ)
との間におけるランダムアクセス手順を用いて無線リソースを割り当てる基地局装置であ
って、
　前記ＵＥからランダムアクセスチャンネルを受信する受信部と、
　前記ランダムアクセスチャンネルからランダムアクセスプリアンブルを抽出するランダ
ムアクセスプリアンブル抽出部と、
　前記抽出されたランダムアクセスプリアンブルが、前記ＵＥと前記ＥＮＢとの間でのラ
ンダムアクセスプリアンブルセットのうちどのセットに属しているかを判定するランダム
アクセスプリアンブルセット判断部と、
　前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットによって無線リソースを割り当て
るスケジューラと、
を含み、
　前記ランダムアクセスプリアンブルセットは、無線チャネル状態及び前記ＵＥが前記ラ
ンダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズを考慮して選択される
ことを特徴とする装置。
【請求項１８】
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　前記スケジューラは、
　前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットから、前記ＵＥがランダムアクセ
スプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大
きいと判定された場合に、前記メッセージサイズしきい値より大きいメッセージの伝送に
対して無線リソースを割り当てることを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記スケジューラは、
　前記判定されたランダムアクセスプリアンブルセットから、前記ＵＥがランダムアクセ
スプリアンブルの伝送後に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値以下で
あると判定された場合に、前記メッセージサイズと等しいメッセージを伝送する無線リソ
ースを割り当てることを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　第１のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝
送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きい場合に、選択され、
　第２のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さくなく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後
に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きくない場合に、選択さ
れることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項２１】
　前記無線チャンネル状態しきい値及び前記メッセージサイズしきい値は、放送されたシ
ステム情報の一部で構成されることを特徴とする請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記伝送されたランダムアクセスプリアンブルに対する応答としてランダムアクセス応
答メッセージを受信するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ランダムアクセス応答メッセージは、伝送されたランダムアクセスプリアンブルと
マッピングされたランダムアクセスプリアンブル識別子、アップリンク同期情報、及び次
のアップリンクメッセージ伝送のためのリソース情報のうち、少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記無線チャンネル状態は、経路損失情報を無線チャンネル状態しきい値と比較するこ
とによって判定されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項２５】
　第１のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝
送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きい場合に、選択され、
　第２のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さくなく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後
に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きくない場合に、選択さ
れることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記無線チャンネル状態しきい値及び前記メッセージサイズしきい値は、放送されたシ
ステム情報の一部で構成されることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記受信されたランダムアクセスプリアンブルに対する応答としてランダムアクセス応
答メッセージを伝送するステップをさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ランダムアクセス応答メッセージは、伝送されたランダムアクセスプリアンブルと
マッピングされたランダムアクセスプリアンブル識別子、アップリンク同期情報、及び次
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のアップリンクメッセージ伝送のためのリソース情報ののうち少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　第１のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝
送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きい場合に、選択され、
　第２のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さくなく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後
に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きくない場合に、選択さ
れることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項３０】
　前記無線チャンネル状態しきい値及び前記メッセージサイズしきい値は、放送されたシ
ステム情報の一部で構成されることを特徴とする請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記伝送されたランダムアクセスプリアンブルに対する応答としてランダムアクセス応
答メッセージを受信する受信部をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ランダムアクセス応答メッセージは、伝送されたランダムアクセスプリアンブルと
マッピングされたランダムアクセスプリアンブル識別子、アップリンク同期情報、及び次
のアップリンクメッセージ伝送のためのリソース情報のうち少なくとも一つを含むことを
特徴とする請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記無線チャンネル状態は、経路損失情報を無線チャンネル状態しきい値と比較するこ
とによって判定されることを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項３４】
　第１のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後に伝
送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きい場合に、選択され、
　第２のランダムアクセスプリアンブルセットは、前記経路損失情報が前記無線チャンネ
ル状態しきい値より小さくなく、前記ＵＥが前記ランダムアクセスプリアンブルの伝送後
に伝送するメッセージサイズがメッセージサイズしきい値より大きくない場合に、選択さ
れることを特徴とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記無線チャンネル状態しきい値及び前記メッセージサイズしきい値は、放送されたシ
ステム情報の一部で構成されることを特徴とする請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記受信されたランダムアクセスプリアンブルに対する応答としてランダムアクセス応
答メッセージを伝送する伝送部をさらに含むことを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ランダムアクセス応答メッセージは、伝送されたランダムアクセスプリアンブルと
マッピングされたランダムアクセスプリアンブル識別子、アップリンク同期情報、及び次
のアップリンクメッセージ伝送のためのリソース情報のうち、少なくとも一つを含むこと
を特徴とする請求項３６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信システムに関するもので、特にネットワークノードによる端末機また
はＵＥ(User Equipment)のアップリンクメッセージ伝送に対して効率的に無線リソースを
割り当てる方法及び装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ＵＭＴＳ(Universal Mobile Telecommunication Service)システムは、ヨーロッパ方式
の移動通信システムであるＧＳＭ(Global System for Mobile Communications）とＧＰＲ
Ｓ(General Packet Radio Services)に基づき、広帯域符号分割多重接続(Wideband Code 
Division Multiple Access：以下、“ＷＣＤＭＡ”と称する）を使用する第３世代非同期
移動通信システムである。ＵＭＴＳ標準化を担当している３ＧＰＰ(3rd Generation Part
nership Project)において、ＬＴＥ（Long Term Evolution)システムは、ＵＭＴＳシステ
ムの次世代移動通信システムとして議論が進行中である。本発明は、以下にＬＴＥシステ
ムに関して簡略に説明する。
【０００３】
　ＬＴＥは、２０１０年程度を商用化の目標として、最大１００Ｍｂｐｓ程度の高速デー
タレートでパケットベース通信を実現する技術である。このために、多様な方案が論議さ
れているが、一つはネットワークの構造を簡単にして通信経路に位置するノードの数を減
少する方案であり、他の一つは無線プロトコルを最大限無線チャンネルに近接させる方案
である。
【０００４】
　図１は、本発明が適用される次世代(Evolved)ＵＭＴＳ移動通信システムを示す。
【０００５】
　図１を参照すると、次世代ＵＭＴＳ無線アクセスネットワーク(Evolved UMTS Radio Ac
cess Network：以下、“Ｅ-ＵＴＲＡＮ又はＥ-ＲＡＮ”と称する)１１０は、次世代基地
局(Evolved Node B：以下、“ＥＮＢ”と称する)１２０，１２２，１２４，１２６，１２
８と、アンカー(anchor)ノード１３０，１３２の構造で単純化される。ＵＥ(User Equipm
ent)１０１または端末機は、Ｅ-ＵＴＲＡＮ１１０によってインターネットプロトコル(Ｉ
Ｐ)ネットワークにアクセスされる。
【０００６】
　ＥＮＢ１２０～１２８は、ＵＭＴＳシステムの既存Ｎｏｄｅ　Ｂに対応し、無線チャン
ネルを通じてＵＥ１０１に接続される。既存Ｎｏｄｅ　Ｂに比べて、ＥＮＢ１２０～１２
８は、より複雑な機能を遂行する。特に、ＬＴＥでは、ＶｏＩＰ(Voice over IP)のよう
なリアルタイムサービスを含むすべてのユーザートラフィックが共有チャンネル(shared 
channel)を通じてサービスされるため、ＥＮＢは、ＵＥの状態情報を集めてスケジューリ
ングを遂行し、無線リソースの管理に関連した機能を制御する。また、無線リソース制御
(Radio Resource Control：以下、“ＲＲＣ”と称する）のような制御プロトコルは、Ｅ
ＮＢ１２０～１２８に含まれる。一般に、各ＥＮＢは複数のセルを制御する。
【０００７】
　最大１００Ｍｂｐｓのデータレートを実現するために、ＬＴＥは、２０ＭＨｚ帯域幅で
無線接続技術として直交周波数分割多重(Orthogonal Frequency Division Multiplexing
：ＯＦＤＭ)方式を使用する。さらに、ＥＮＢは、ＵＥ１０１のチャンネル状態に従って
変調方式とチャンネル符号化率を決定する適応変調符号化(Adaptive Modulation & Codin
g：以下、“ＡＭＣ”と称する)を遂行する。
【０００８】
　高速ダウンリンクパケットアクセス(High Speed Downlink Packet Access：以下、“Ｈ
ＳＤＰＡ”と称する)と、高速アップリンクパケットアクセス(High Speed Uplink Packet
 Access：以下、“ＨＳＵＰＡ”と称する)と、向上した専用チャンネル(Enhanced Dedica
ted Channel：以下、“Ｅ-ＤＣＨ”と称する)サービスとを支援する移動通信システムの
ように、ＬＴＥシステムでもＵＥ１０１とＥＮＢ１２０～１２８との間でＨＡＲＱ(Hybri
d Automatic Repeat reQuest)が遂行される。また、多様なＱｏＳ(Quality of Service)
要求がＨＡＲＱだけでは満足できないため、上位階層の外部(Outer)ＡＲＱがＵＥ１０１
とＥＮＢ１２０～１２８との間で遂行することができる。
【０００９】
　ＨＡＲＱは、以前に受信されたデータを廃棄せずに、このデータを再伝送されたデータ
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とソフト結合する技術であって、それによって受信成功率が増加する。これは、ＨＳＤＰ
Ａ及びＥＤＣＨのような高速通信で伝送効率を増加させるために使用される。
【００１０】
　本発明が適用されるランダムアクセス手順は、ＲＲＣアイドルモード又はＲＲＣ接続モ
ードのＵＥが、(初期)アップリンクメッセージ/データ伝送に対してＥＮＢとのアップリ
ンクタイミングシンク(Uplink Timing Sync)を合わせ、初期アップリンク送信電力を設定
し、及び/または(初期)アップリンクメッセージ/データ伝送に対する無線リソース割り当
てを要求するために、ＵＥとネットワークノードとの間の手順として使用される。ここで
、ＲＲＣアイドルモード及びＲＲＣ接続モードの定義に対しては、３ＧＰＰのＴＲ２５.
８１３ｖ７００標準を参照する。
【００１１】
　簡略に説明すると、ＲＲＣアイドルモードは、ＥＮＢがＵＥに対するコンテキスト(con
text)情報を有しておらず、アンカーノード又は上位ノードがＵＥのコンテキスト情報を
有することで、ＵＥの位置がセル単位でなく、ページング(paging)に対するトラッキング
領域(tracking area)単位で管理されるＵＥの状態を呼ばれる。
【００１２】
　ＲＲＣ接続モードは、アンカーノードだけでなくＥＮＢがＵＥのコンテキスト情報を有
し、ＲＲＣ接続がＵＥとＥＮＢとの間で設定され、それによってＵＥの位置がセル単位で
管理できる端末機の状態を呼ばれる。
【００１３】
　図２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムにおける従来のランダムアクセス手順を示す。
【００１４】
　図２を参照すると、参照符号２１０はＵＥを表し、参照符号２１１は、ＵＥ２１が位置
したセルを制御するＥＮＢを表す。
【００１５】
　ステップ２２１は、ＵＥ２１０がランダムアクセス手順をトリガーする(triggering)動
作を示す。例えば、ＲＲＣアイドルモードＵＥが、呼(call)を開始するために、アップリ
ンク制御メッセージ伝送を必要とするケースを示すことができる。ここで、アップリンク
制御メッセージは、ＥＮＢ２１１がＵＥコンテキスト情報を獲得するようにし、ＵＥ２１
０とＥＮＢ２１１との間のＲＲＣ接続を設定し、アンカーノードにサービス要求を伝送す
る。
【００１６】
　ステップ２２１で、ランダムアクセス手順がトリガーされると、ＵＥ２１０は、ステッ
プ２３１で、ＥＮＢ２１１と約束された全Ｘ個のランダムアクセスプリアンブル(preambl
e)のうちの一つをランダムに選択する。その後、ステップ２４１で、ＵＥ２１０は、選択
されたランダムアクセスプリアンブルを所定のチャンネル/タイムを通じてＥＮＢ２１１
に伝送する。
【００１７】
　ステップ２４１でランダムアクセスプリアンブルを伝送する場合に、ＵＥ２１０は、Ｏ
ＬＰＣ(Open Loop Power Control）を適用してＵＥの初期ランダムアクセスプリアンブル
送信電力(transmission power)を設定する。式１は、従来のＯＬＰＣを遂行する代表的な
方式を示す。
【００１８】
【数１】

【００１９】
　式１のパラメータは、次のように定義される。
　-　ＰＴＸ：チャンネルＤＰＣＨの送信電力レベル[ｄＢｍ]。
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　-　Ｌｐｉｌｏｔ：ダウンリンクパイロットチャンネルの測定値とシグナリングされた
パイロットチャンネルの送信電力を用いて推定された経路損失値[ｄＢ]。
　-　ＩＢＴＳ：ＥＮＢ(又は基地局送受信システム(ＢＴＳ))の受信器が経験する干渉レ
ベル[ｄＢｍ]。
　-　ＳＩＲＴＡＲＧＥＴ：各端末の伝送品質を維持するためのターゲット信号対干渉比(
ＳＩＲ)[ｄＢ]。各ＵＥ別にシグナリングされ、あるいはすべてのＵＥが共通的にシグナ
リングされる。
【００２０】
　ステップ２４１の初期ランダムアクセスプリアンブル伝送の失敗によって、ランダムア
クセスプリアンブルが再伝送されると、デルタ(delta)値(以下、パワーランプステップ)
は、以前のランダムアクセスプリアンブルの伝送中に設定されたパワーに加算される。こ
のパワーランプステップは、シグナリングされるか、あるいは特定の値として定義される
。
【００２１】
　ステップ２４２で、ＥＮＢ２１１は、ステップ２４１で受信されたランダムアクセスプ
リアンブルに対する応答メッセージをＵＥ２１０に伝送する。この応答メッセージ２４２
は、ステップ２３１で受信されたランダムアクセスプリアンブルを示すランダムアクセス
プリアンブル識別子と、アップリンクタイミングシンクを合わせるためのアップリンクタ
イミングシンク情報及びＵＥ２１０の次のアップリンク上位メッセージの伝送(ステップ
２５１)に対する無線リソース割り当て情報などを含む。
【００２２】
　ステップ２４２でＥＮＢ２１１による応答メッセージ伝送は、ＥＮＢ２１１が、ＵＥ２
１０によってステップ２４１の伝送に対して決定されるタイミング関係を用いて同期伝送
(synchronous transmission)することができる。
【００２３】
　ステップ２４２で受信された情報が、ＵＥ２１０によってステップ２４１で伝送された
ランダムアクセスプリアンブルにマッピングされるランダムアクセスプリアンブル識別子
(ＩＤ)を含んでいると、ＵＥ２１０は、ステップ２４２の受信された情報に含まれている
アップリンクタイミングシンク情報を用いて、アップリンク伝送タイミングを訂正する。
ステップ２５１で、ＵＥ２１０は、割り当てられた無線リソースを用いて該当チャンネル
/タイムを通じて該当する上位メッセージを伝送する。
【００２４】
　ステップ２５１で伝送されたメッセージは、ＲＲＣメッセージ又はＮＡＳ(Non Access 
Stratum)メッセージであり得る。また、このメッセージは、ＲＲＣメッセージとＮＡＳメ
ッセージが結合されたメッセージでもあり得る。ここで、ＲＲＣメッセージは、プロトコ
ル終端点(endpoint)としてＵＥとＥＮＢを有するＲＲＣに対するメッセージを示す。そし
て、ＮＡＳメッセージは、プロトコル終端点としてＵＥとアンカーノードを有するＵＥの
移動性(mobility)、サービス(service)、及びセッション(session)のような制御パラメー
タに対するメッセージを示す。
【００２５】
　しかしながら、図２のランダムアクセス手順を遂行する３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムにお
いて、ＥＮＢ２１１が、ステップ２４２で上位メッセージの伝送に対する無線リソースを
ＵＥ２１０に割り当てる場合に、セル内のすべてのＵＥがメッセージを伝送できるように
保証されたメッセージサイズのみに対してリソース割り当てが遂行可能である。これは、
ステップ２４１で、ＥＮＢ２１１がＵＥ２１０からランダムアクセスプリアンブルを受信
する場合に、このランダムアクセスプリアンブルを通じて伝送された情報がランダムＩＤ
のみを含むためである。
【００２６】
　言い換えれば、ランダムアクセスプリアンブルは、ＵＥ２１０が同じランダムアクセス
プリアンブルを選択して衝突(collision）が発生することを防止するために、他の情報を
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含まないで、ランダムＩＤのみを有する。
【００２７】
　したがって、このランダムアクセスプリアンブルを受信するＥＮＢ２１１は、スケジュ
ーリングに必要な如何なる情報もランダムアクセスプリアンブルから獲得できないため、
ＵＥがセル境界(cell boundary)に位置しても、ＥＮＢ２１１は、伝送保証メッセージサ
イズに対する無線リソースを割り当てることができない。
【００２８】
　したがって、図２に示した移動通信システムのランダムアクセス手順は、ＥＮＢ２１１
によってＵＥ２１０から伝送された次のメッセージをスケジューリングするのに非効率的
である。
【００２９】
　また、ＥＮＢ２１１がスケジューリングの遂行に支援可能な情報(例えば、ランダムア
クセス手順の理由/タイプ情報、ランダムアクセス手順の優先順位情報、及び無線ラジオ
チャンネル状態情報）をランダムアクセスプリアンブルに含むと、ＥＮＢ２１１は、ＵＥ
２１０から伝送された次のメッセージのスケジューリングを非常に効率的に遂行すること
ができる。
【００３０】
　しかしながら、ＵＥとＥＮＢとの間でＲＲＣ接続を設定しない場合に制限された無線リ
ソースを用いる、ＵＥがセル内のどこでも伝送を保証できるランダムアクセスプリアンブ
ルの数は制限されている。
【００３１】
　制限されたランダムアクセスプリアンブルを通じてすべての情報を伝送するために、衝
突確率(collision probability)を低下させるランダムＩＤの数を減少し、それによって
ランダムアクセス手順で複数のＵＥが同一のランダムアクセスプリアンブルを選択する衝
突を増加させる問題があった。このような手順で、衝突確率が任意のレベル以上増加する
と、致命的な問題を引き起こす。
【００３２】
　したがって、現在移動通信システムは、上記した問題点を解決するための効率的なラン
ダムアクセス手順が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３３】
　したがって、本発明は上記従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は
、ランダムアクセス手順で効率的なランダムアクセスプリアンブル設計に基づいて、ラン
ダムアクセスプリアンブルを受信した後に、ネットワークノードによってＵＥのアップリ
ンクメッセージを伝送するために無線リソースを効率的に割り当てることができる方法及
び装置を提供することにある。
【００３４】
　また、本発明の目的は、移動通信システムで効率的なランダムアクセスプリアンブル設
計に基づいて、ＵＥがネットワークノードに効率的なランダムアクセスプリアンブルを伝
送し、割り当てられた無線リソースを受信する方法及び装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３５】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、移動通信システムにお
けるランダムアクセス手順を用いるランダムアクセスプリアンブルの伝送方法であって、
ランダムアクセス手順のトリガー時に、無線チャンネル状態が無線チャンネル状態しきい
値より大きく、端末機(User Equipment：ＵＥ)は、ランダムアクセスプリアンブルの伝送
後に伝送するメッセージサイズが最小メッセージサイズより大きいか否かによって、ＵＥ
と基地局(Evolved Node B：ＥＮＢ)との間で予め定められたランダムアクセスプリアンブ
ルセットのうちの一つを選択するステップと、選択されたランダムアクセスプリアンブル
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セットからランダムにランダムアクセスプリアンブルを選択するステップと、選択された
ランダムアクセスプリアンブルをランダムアクセスチャンネルを介してＥＮＢに伝送する
ステップとを有することを特徴とする。
【００３６】
　本発明の他の態様によれば、移動通信システムにおけるランダムアクセス手順を用いる
無線リソース割り当て方法であって、ＵＥからランダムアクセスチャンネルを受信してラ
ンダムアクセスプリアンブルを抽出するステップと、抽出されたランダムアクセスプリア
ンブルがＵＥとＥＮＢとの間で予め定められたランダムアクセスプリアンブルセットのう
ち、どのセットに属しているかを判定するステップと、判定されたランダムアクセスプリ
アンブルセットに従って無線リソースを割り当てるステップとを有することを特徴とする
。
【００３７】
　また、本発明の他の態様によれば、移動通信システムにおけるランダムアクセス手順を
用いるランダムアクセスプリアンブル伝送装置であって、ランダムアクセス手順がトリガ
ーされる際に、ＵＥがランダムアクセスプリアンブル伝送後に伝送するメッセージサイズ
を判定し、判定されたメッセージサイズが最小メッセージサイズより大きいか否かを判定
するメッセージサイズ判断部と、無線チャンネル状態が無線チャンネル状態しきい値より
大きいか否かによって無線チャンネル状態を判定する無線チャンネル状態判断部と、メッ
セージサイズ判断部と無線チャンネル状態判断部とによる決定に従って、ＵＥとＥＮＢと
の間で予め定められたランダムアクセスプリアンブルセットのうちの一つを選択するラン
ダムアクセスプリアンブルセット選択部と、選択されたランダムアクセスプリアンブルセ
ットから一つのランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択するランダムアクセスプ
リアンブル選択部と、ランダムアクセスプリアンブル選択部によって選択されたランダム
アクセスプリアンブルをランダムアクセスチャンネルを介してＥＮＢに伝送する送信部と
を含むことを特徴とする。
【００３８】
　さらに、本発明の他の態様によれば、移動通信システムにおけるランダムアクセス手順
を用いて無線リソースを割り当てる基地局装置であって、ＵＥからランダムアクセスチャ
ンネルを受信する受信部と、ランダムアクセスチャンネルからランダムアクセスプリアン
ブルを抽出するランダムアクセスプリアンブル抽出部と、抽出されたランダムアクセスプ
リアンブルが、ＵＥとＥＮＢとの間で予め定められたランダムアクセスプリアンブルセッ
トのうちどのセットに属しているかを判定するランダムアクセスプリアンブルセット判断
部と、判定されたランダムアクセスプリアンブルセットによって無線リソースを割り当て
るスケジューラとを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明は、次世代移動通信システムにおける端末機の無線チャンネル状態を考慮して端
末機によって伝送可能なメッセージサイズを保証する無線リソースを割り当てる方法及び
装置を提供する。
【００４０】
　本発明によれば、端末機は、無線チャンネル状態及びメッセージサイズを考慮して区別
されるセットからランダムアクセスプリアンブルを選択することができる。すなわち、端
末機は、相互の衝突を保証するランダムアクセスプリアンブルを選択して伝送し、それに
よって、ランダムアクセス手順を遂行する端末機と上位ネットワークノードとの間の信頼
性を保証するための手順を遂行する効果を有する。
【００４１】
　また、本発明では、ネットワークノードが端末機の無線チャンネル状態を十分に考慮し
て無線リソースを割り当て、それによって限定された無線リソースを効率的に増加させる
効果を有する。
【００４２】
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　したがって、本発明は、移動通信システムで効率的なランダムアクセス手順を提供して
端末機のアップリンク伝送に対して効率的な無線リソースを割り当てる効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明が適用される３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムの構成を示す図である。
【図２】３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムにおける従来のランダムアクセス手順を示す図である
。
【図３】本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいて獲得されたランダム
アクセス手順を示す図である。
【図４】本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいてＵＥの動作を示すフ
ローチャートである。
【図５】本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいてＥＮＢの動作を示す
フローチャートである。
【図６】本発明によるＵＥの装置を示すブロック構成図である。
【図７】本発明によるＥＮＢ装置を示すブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００４５】
　下記の説明において、本発明に関連した公知の機能または構成に関する具体的な説明が
本発明の要旨を不明にすると判断された場合に、その詳細な説明を省略する。
【００４６】
　ここで、本発明は、３ＧＰＰ　ＵＭＴＳシステムから進化した３ＧＰＰ　ＬＴＥシステ
ムを参照して説明するが、一例として、本発明は、別途の変更なしに、ＥＮＢスケジュー
リングが適用されるすべての移動通信システムに適用することができる。
【００４７】
　また、本発明は、別途の変更なしに、ランダムアクセス手順が適用される通信システム
に適用可能である。また、本発明はアップリンクサービスを支援するシステムに適用可能
である。
【００４８】
　本発明は、ランダムアクセス手順で効率的なランダムアクセスプリアンブル設計を通じ
てネットワークノードがランダムアクセスプリアンブルを受信すると、ＵＥからのアップ
リンクメッセージを伝送するように効率的に無線リソースを割り当てることができる方式
を提供する。
【００４９】
　したがって、本発明は、ＵＥが良好な無線チャンネル状態で、ランダムアクセスプリア
ンブルの伝送及びその応答の受信後に伝送するメッセージサイズが所定の最小(minimum)
メッセージサイズより大きい場合に、ランダムアクセス手順でＵＥが選択するランダムア
クセスプリアンブルセットを別途に定義する。その他の場合、すなわち端末機が良好な無
線チャンネル状態でなく、あるいはランダムアクセスプリアンブルの伝送及びその応答の
受信後に伝送するメッセージサイズが定義された最小メッセージサイズ以下である場合に
、本発明は、ランダムアクセス手順でＵＥが選択するランダムアクセスプリアンブルセッ
トを別途に定義する。
【００５０】
　また、ＵＥが良好な無線チャンネル状態にあり、伝送メッセージサイズが定義された最
小メッセージサイズより大きい場合に、ＵＥは、該当ランダムアクセスプリアンブルセッ
トを用いてネットワークノードに情報を提供し、それによってネットワークノードは、ラ
ンダムアクセスプリアンブルに対する応答メッセージを通じて定義された最小メッセージ
サイズより大きいメッセージを伝送するように無線リソースを割り当てることができる。
【００５１】
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　さらに、ＵＥが良好な無線チャンネル状態でなく、あるいはランダムアクセスプリアン
ブルの伝送とその応答の受信後に伝送するメッセージサイズが定義された最小メッセージ
以下である場合に、ＵＥは、該当するランダムアクセスプリアンブルセットを用いてネッ
トワークノードにその情報を提供し、それによってネットワークノードは、ランダムアク
セスプリアンブルに対する応答メッセージを通じて定義された最小メッセージサイズに該
当するメッセージのみを伝送するように無線リソースを割り当てることができる。
【００５２】
　したがって、本発明は、ランダムアクセスプリアンブル設計に最小限の追加情報を含め
ることによって、ＥＮＢがＵＥから伝送される次のメッセージに対するスケジューリング
を効率的に遂行可能にする方式を提供する。
【００５３】
　本発明によれば、追加情報は、ＵＥがしきい値Ｙより大きい無線チャンネル状態にあり
、そして次に伝送するメッセージサイズが、セル境界にＵＥが位置しても伝送保証される
(transmission-guaranteed)最小メッセージサイズＺより大きい場合を示す。
【００５４】
　すなわち、ＵＥとＥＮＢとの約束された全Ｘ個のランダムアクセスプリアンブルは、２
個のセットに分けられる。任意の一つのセットＡは、ＵＥがしきい値Ｙより大きい無線チ
ャンネル状態にあり、伝送する次のメッセージサイズが最小メッセージサイズＺより大き
い場合を示すように定義する。他のセットＢは、上記条件を満たさない場合に使用するよ
うに定義する。
【００５５】
　その結果、セットＡに該当するランダムアクセスプリアンブルを受信すると、ＥＮＢは
、ＵＥの次のメッセージ伝送をスケジューリングする場合にサイズＺより大きいメッセー
ジ伝送に対する無線リソースを割り当てることができる。しかしながら、セットＢに該当
するランダムアクセスプリアンブルを受信すると、ＥＮＢは、ＵＥの次のメッセージ伝送
をスケジューリングする場合にサイズＺのメッセージ伝送に対する無線リソースを割り当
てることができる。
【００５６】
　良好な無線チャンネル状態を判定するために使用されるしきい値Ｙ又はセル境界でも伝
送が保証されるメッセージサイズＺは、セルに関係なく一つの値として決定され、ハード
コーディング(hard-coding)され、あるいはセルによってブロードキャスティングされる
システム情報を通じてシグナリングされる。
【００５７】
　ここで、上記説明において無線チャンネル状態がしきい値より大きいと決定されること
は、特定のしきい値に関連した条件より良好な無線チャンネル状態を示すことに留意する
。
【００５８】
　表１Ａ及び表１Ｂは、ランダムアクセスプリアンブルの全個数Ｘ＝６４であると仮定す
る場合に、本発明で提案されたランダムアクセスプリアンブル設計の一例を示す。表１Ａ
及び表１Ｂでは、セットＡとセットＢが、割り当てられたランダムアクセスプリアンブル
の個数Ｘ/２と同一であることを一例としたが、セットＡとセットＢが割り当てられたラ
ンダムアクセスプリアンブルの個数と異なることもできる。
【００５９】
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【表１Ｂ】

【００６０】
　ここでは示していないが、本発明は、下記のように拡張することができる。例えば、ラ
ンダムＩＤを除いて２ビットの他の情報がランダムアクセスプリアンブルに含まれると、
ランダムアクセスプリアンブルは、次のセットＡ－Ｄのように設計することができる。
　-ランダムアクセスプリアンブルセットＡ：このセットは、無線チャンネル状態がしき
い値Ｙ１より大きく、ＵＥの次に伝送するメッセージサイズがセル境界でも伝送可能な最
小サイズＺ１より大きく、特定サイズＺ２以下であると決定された場合に使用される。
　-ランダムアクセスプリアンブルセットＢ：このセットは、無線チャンネル状態がしき
い値Ｙ２より大きく、ＵＥの次に伝送するメッセージサイズがランダムアクセスプリアン
ブル＃Ａに制限された特定サイズＺ２より大きく、特定サイズＺ３以下であると決定され
た場合に使用される。
　-ランダムアクセスプリアンブルセットＣ：このセットは、無線チャンネル状態がしき
い値Ｙ３より大きく、ＵＥの次に伝送するメッセージサイズがランダムアクセスプリアン
ブル＃Ｂに制限された特定サイズＺ３より大きく、特定サイズＺ４以下であると決定され
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た場合に使用される。
　-ランダムアクセスプリアンブルセットＤ：このセットは、無線チャンネル状態がしき
い値Ｙ４より大きく、ＵＥの次に伝送するメッセージサイズがランダムアクセスプリアン
ブル＃Ｂに制限された特定サイズＺ４より大きいと決定された場合に使用される。
【００６１】
　図３は、本発明で提案されるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいて獲得された
ランダムアクセス手順の一例を示す。参照符号３１０はＵＥを表し、参照符号３１１は、
ＵＥ３１０に位置したセルを制御及び管理するＥＮＢを表す。
【００６２】
　図３を参照すると、ステップ３２１は、ＵＥ３１０がランダムアクセス手順をトリガー
する動作を示す。例えば、これは、ＲＲＣアイドルモードのＵＥが呼(call)を始めるため
に、アップリンク制御メッセージ伝送を必要とする場合を示す。
【００６３】
　ステップ３２３は、セル内でランダムアクセス手順関連の制御パラメータ(parameter)
がシステム情報としてブロードキャスティングされる動作を示す。このランダムアクセス
手順関連の制御パラメータは、ランダムアクセス手順を遂行するために使用される無線リ
ソース割り当て情報、無線チャンネル状態しきい値Ｙ、送信電力(transmission power)の
ような情報を含むことができる。
【００６４】
　ランダムアクセス手順を遂行するために使用される無線リソース割り当て情報は、ラン
ダムアクセス手順でＵＥ３１０がランダムアクセスプリアンブルを伝送するタイム/周波
数無線リソースを示す。この無線チャンネル状態しきい値Ｙは、ステップ３３１で、ＵＥ
３１０が良好な無線チャンネル状態にあるか否かを判定する場合に使用される基準である
。送信電力は、ＵＥ３１０が無線チャンネル状態を判定する場合に使用される値である。
【００６５】
　特に、送信電力は、無線チャンネル状態で経路損失を計算する場合に使用される値であ
って、この経路損失は、下記の式２のように計算することができる。
【００６６】

【数２】

【００６７】
　ここで、経路損失は、伝播損失(propagation loss)、シャドーイング(shadowing)、低
速フェージング、アンテナパターンのようなパラメータによって決定される長い区間(ter
m)で獲得された値であり、ダウンリンクとアップリンクが類似した値を示すため、経路損
失情報はアップリンクチャンネル状態を推定するために使用することができる。
【００６８】
　図３では、ステップ３２３がステップ３２１以後に遂行されることを示しているが、Ｕ
Ｅ３１０は、ステップ３２１で、ランダムアクセス手順がトリガーされる前に、既に以前
のシステム情報を通じて最新のランダムアクセス手順関連パラメータを獲得した場合には
、ステップ３２１で、ランダムアクセス手順のトリガー直後に次のステップ３３１を遂行
することができる。これは、ランダムアクセス手順関連パラメータを含むシステム情報が
セル内で周期的に伝送されるためである。したがって、ＵＥ３１０がステップ３２１以前
に既に最新ランダムアクセス手順関連パラメータを獲得した場合には、ステップ３２３で
システム情報の受信が省略できる。
【００６９】
　ステップ３３１で、システム情報を通じてランダムアクセス手順関連パラメータを受信
すると、ＵＥ３１０は、パラメータに基づいて、しきい値Ｙより大きい無線チャンネル状
態にあり、伝送するメッセージサイズがセル境界で伝送保証される最小メッセージサイズ
Ｚより大きいか否かを判定する。
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【００７０】
　無線チャンネル状態は、２種類の方法によって決定することができる。第１の方法で、
ＵＥは、ダウンリンクパイロットを測定して受信されたＳＮＲ(Signal to Noise Ratio)
を示すチャンネル品質情報(ＣＱＩ）を使用する。第２の方法では、ＵＥ３１０は、チャ
ンネル品質情報よりは式２に定義された経路損失情報を使用する。
【００７１】
　ここで、チャンネル品質情報は、高速フェージングを考慮して獲得された値を示し、高
速フェージングはダウンリンク及びアップリンクで独立的に発生するため、アップリンク
チャンネル状態を推定し、初期アップリンクメッセージの伝送に対するスケジューリング
を遂行するために使用されるのに適合しないこともある。したがって、経路損失情報がチ
ャンネル品質情報の代わりに使用される。一般に、経路損失は、ダウンリンクとアップリ
ンク共にある程度類似しているため、チャンネル品質情報に比べて、アップリンクチャン
ネル状態を推定し、初期アップリンクメッセージの伝送に対してスケジューリングを遂行
するのに適切である。すなわち、チャンネル品質情報と経路損失は、アップリンクチャン
ネル状態を推定するために使用されるパラメータとして相互に代替可能であり、状況また
はシステム設計者の選択に基づいて選択することができる。
【００７２】
　本発明は、この経路損失情報をしきい値Ｙと比較する方法を使用する一例について説明
したが、チャンネル品質情報をしきい値Ｙと比較する方法も排除していない。
【００７３】
　したがって、ステップ３３１で、ＵＥ３１０は、ステップ３２３で受信された送信電力
と、設定区間を測定したダウンリンクパイロットチャンネルに対する受信電力を用いて式
２によって経路損失を決定する。その後、ＵＥ３１０は、獲得した経路損失値とステップ
３２３で受信された無線チャンネル状態のしきい値Ｙとを比較する。経路損失がしきい値
Ｙ以下であると、ＵＥ３０が、しきい値Ｙより大きい無線チャンネル状態にあると判定す
る。これは、経路損失とＵＥ３１０が良好な無線チャンネル状態にあるか否かに対する判
定と反比例関係を有するためである。
【００７４】
　しかしながら、第２の方法によってチャンネル品質情報が使用されると、チャンネル品
質情報値は、ＵＥが良好な無線チャンネル状態にあるか否かに対する判定と比例関係を有
する。したがって、ＵＥ３１０は、ステップ３３１で、一定区間で測定されたダウンリン
クパイロットチャンネルに対して受信されたＳＮＲを決定する。その後、ＵＥ３１０は、
ステップ３２３で、これを受信された無線チャンネル状態しきい値Ｙと比較する。チャン
ネル品質情報がしきい値Ｙより大きいかまたは等しいと、ＵＥ３１０は、しきい値Ｙより
大きい無線チャンネル状態にあると判定する。
【００７５】
　さらに、ステップ３３１で、ＵＥ３１０は、伝送するメッセージサイズがセル境界で伝
送が保証される最小メッセージサイズＺより大きいかを判定する。ここで、最小メッセー
ジサイズＺをチェックするときに、最小メッセージサイズは一つの標準値に設定され、あ
るいはステップ３２３のシステム情報を通じてセルごとに異なる値がシグナリングするこ
とができる。
【００７６】
　その結果、ＵＥ３１０は、ステップ３３１で、しきい値Ｙより大きい無線チャンネル状
態にあり、ＵＥがアップリンクを通じて伝送するメッセージサイズがセル境界でも伝送が
保証される最小メッセージサイズより大きいと判定されると、ステップ３３２に進行する
。
【００７７】
　ステップ３３２で、ＵＥ３１０は、上記条件にマッピングされるランダムアクセスプリ
アンブルセットから一つのランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択する。しかし
ながら、ステップ３３１の条件を満足させないと、ＵＥ３１０は、本発明によって別々に
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定義される他のランダムアクセスプリアンブルセットから一つのランダムアクセスプリア
ンブルをランダムに選択する。
【００７８】
　例えば、表１Ａ及び表１Ｂに示すランダムアクセスプリアンブル設計を仮定すれば、ス
テップ３３１の条件のように、ＵＥ３１０は、しきい値Ｙより大きい無線チャンネル状態
にあり、上位メッセージを通じて伝送するメッセージサイズがセル境界でも伝送が保証さ
れる最小メッセージサイズより大きいと、端末機３１０は、ランダムアクセスプリアンブ
ルセットＡのランダムアクセスプリアンブル＃０～＃３１のうちの一つをランダムに選択
する。
【００７９】
　しかしながら、ステップ３３１の条件を満足させないと、ＵＥ３１０は、ランダムアク
セスプリアンブルセットＢのランダムアクセスプリアンブル＃３２～＃６３のうちの一つ
をランダムに選択する。
【００８０】
　ＵＥ３１０は、ステップ３４１で、ステップ３３２で選択されたランダムアクセスプリ
アンブルをＥＮＢ３１１に伝送する。ステップ３４２で、ＥＮＢ３１１は、受信されたラ
ンダムアクセスプリアンブルがどの条件を満たすかを判定する。すなわち、ＥＮＢ３１１
は、受信されたランダムアクセスプリアンブルがどのセットに該当するかを判定し、それ
によってＵＥ３１０の状態情報(例えば、無線チャンネル状態）を考慮してＵＥ３１０が
アップリンクを通じて上位メッセージを伝送する無線リソースを割り当てる。
【００８１】
　例えば、ステップ３４１で受信されたランダムアクセスプリアンブルがセットＡのラン
ダムアクセスプリアンブル＃０～＃３１のうちの一つであると、ＥＮＢ３１１は、ステッ
プ３４２で、ＵＥ３１０がセル境界で伝送保証される最小メッセージサイズより大きいサ
イズのメッセージを伝送するように、メッセージ伝送に対する無線リソースを割り当てる
ことができる。
【００８２】
　しかしながら、ステップ３４１で受信されたランダムアクセスプリアンブルがセットＢ
のランダムアクセスプリアンブル＃３２～＃６３のうちの一つであると、ＥＮＢ３１１は
、ステップ３４２で、ＵＥ３１０がセル境界で伝送保証される最小メッセージサイズと等
しいサイズのメッセージを伝送するように、メッセージ伝送に対する無線リソースを割り
当てることができる。
【００８３】
　ステップ３４３で、ＥＮＢ３１１は、ステップ３４１で受信されたランダムアクセスプ
リアンブルに対する応答メッセージをＵＥ３１０に伝送する。この応答メッセージは、受
信されたランダムアクセスプリアンブルのような情報を示すランダムアクセスプリアンブ
ル識別子、アップリンクタイミングシンクを合わせるアップリンクタイミングシンク情報
、及び次のアップリンク上位メッセージ伝送に対する無線リソース情報を含む。
【００８４】
　ステップ３４３の応答メッセージ伝送は、ステップ３４１のランダムアクセスプリアン
ブル伝送に対して設定されたタイミング関係で同期を合わせることができる。すなわち、
ＵＥ３１０は、ステップ３４３で受信された情報がこのＵＥ３１０によってステップ３４
１で伝送されたランダムアクセスプリアンブルにマッピングされるランダムアクセスプリ
アンブル識別子を含むと判定された場合、ステップ３４３で、受信された情報に含まれた
アップリンクタイミングシンク情報を用いてアップリンク伝送タイミングを補正する。
【００８５】
　ステップ３５１で、ＵＥ３１０は、ステップ３４３で割り当てられた無線リソースを用
いて該当チャンネル/タイムで該当上位メッセージを伝送する。ここで、ステップ３５１
で伝送されたメッセージは、ＲＲＣメッセージであるかそれともＮＡＳメッセージであっ
てもよい。また、このメッセージは、ＲＲＣメッセージとＮＡＳメッセージが結合された
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メッセージであってもよい。ＲＲＣメッセージは、ＵＥとＥＮＢをプロトコル終端点とし
て有する無線リソース制御(ＲＲＣ)に対するメッセージを示す。ＮＡＳメッセージは、Ｕ
Ｅとアンカーノードをプロトコル終端点として有するＵＥの移動性、サービス、及びセッ
ションのようなパラメータを制御するメッセージを示す。
【００８６】
　その上、ＥＮＢ３１１は、ステップ３２３で、無線チャンネル状態しきい値Ｙの代りに
ＥＮＢアンテナでの干渉レベルをブロードキャスティングすることができる。これは、第
３の方法として定義できる。
【００８７】
　その後、ステップ３３１で、最大送信電力(Maximum UE transmission power)が、受信
されたＥＮＢアンテナでの干渉情報(Interference at ENB)と、送信電力、及びダウンリ
ンクパイロットチャンネルに対する受信電力を用いて計算されるデシベル[ｄＢ]で測定さ
れた経路損失(Path Loss)と、アルファ(Alpha)との和(sum)より大きいか又は等しいと、
ＵＥ３１０は、良好な無線チャンネル状態にあると判定する。このために、下記の式３を
参照する。ここで、アルファは、一つの標準値に固定され、あるいはステップ３２３でブ
ロードキャストされるシステム情報に含まれて伝送することができる。
【００８８】
　しかしながら、ステップ３３１で、ＵＥ３１０の最大送信電力が、受信されたＥＮＢア
ンテナでの干渉情報と、送信電力、及びダウンリンクパイロットチャンネルに対する受信
電力を用いて計算された経路損失と、アルファとの和以下であると、ＵＥ３１０は、良好
な無線チャンネル状態でないと判定する。また、ＵＥ３１０の最大送信電力が、受信され
たＥＮＢアンテナでの干渉情報と、送信電力、及びダウンリンクパイロットチャンネルに
対する受信電力を用いて計算された経路損失と、アルファとの和より大きいと、ＵＥ３１
０は、良好な無線チャンネル状態にあると判定する。
【００８９】
　しかしながら、ＵＥ３１０の最大送信電力が、受信されたＥＮＢアンテナでの干渉情報
と、送信電力、及びダウンリンクパイロットチャンネルに対する受信電力を用いて計算さ
れた経路損失と、アルファとの和より小さいと、ＵＥ３１０は、良好な無線チャンネル状
態でないと判定することもできる。また、ＵＥ３１０の最大送信電力が、受信されたＥＮ
Ｂアンテナでの干渉情報と、送信電力、及びダウンリンクパイロットチャンネルに対する
受信電力を用いて計算された経路損失と、アルファとの和より大きいか又は等しいと、Ｕ
Ｅ３１０は、良好な無線チャンネル状態にあると判定することもできる。
【００９０】
【数３】

【００９１】
　式３に示すように、ＵＥ３１０は、セル内でブロードキャスティングされるランダムア
クセス手順関連パラメータに基づいて自分の無線チャンネル状態をチェックし、その無線
チャンネル状態と、次のアップリンク上位メッセージ伝送に必要な最小サイズを考慮して
、ランダムアクセスプリアンブル選択条件であるセットＡ又はセットＢからランダムアク
セスプリアンブルを区別して選択する。
【００９２】
　ＥＮＢ３１１は、ＵＥ３１０から受信されたランダムアクセスプリアンブルが区別され



(19) JP 4933626 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

るセットＡ又はセットＢから伝送されるか否かを判定し、それによって効率的に無線リソ
ースを割り当てる。
【００９３】
　図４は、本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいて区別されるセット
からランダムアクセスプリアンブルを選択するＵＥの動作を示す。
【００９４】
　図４を参照すると、ステップ４１０でランダムアクセス手順がトリガーされると、ＵＥ
は、ステップ４１１で、しきい値Ｙより大きい無線チャンネル状態にあり、次に伝送する
メッセージサイズがセル境界で伝送が保証される最小メッセージサイズＺより大きいか否
かをチェックする。ステップ４１１で、ＵＥは、図３で説明した方法で、しきい値より大
きい無線チャンネル状態にあるか否かを判定できる。
【００９５】
　ＵＥが、ステップ４２１で、ステップ４１１の条件を満足すると判定した場合、すなわ
ち、ＵＥがしきい値より大きい無線チャンネル状態にあり、次に伝送するメッセージサイ
ズがセル境界で伝送が保証される最小メッセージサイズＺより大きいと、ＵＥはステップ
４３１に進行する。
【００９６】
　ステップ４３１で、ＵＥは、無線チャンネル状態を保証するステップ４１１の条件が満
たされた場合に使用されるランダムアクセスプリアンブルセットを選択する。例えば、Ｕ
Ｅは、表１Ａ及び表１ＢのランダムアクセスプリアンブルセットＡを選択する。しかしな
がら、ＵＥが、ステップ４１１の条件を満たしていないと判定した場合、ステップ４３２
に進行し、無線チャンネル状態を保証するランダムアクセスプリアンブルセットから区別
される他のランダムアクセスプリアンブルセットを選択する。一例として、ＵＥは、表１
Ａ及び表１ＢのランダムアクセスプリアンブルセットＢを選択する。
【００９７】
　ステップ４４１で、ＵＥは、ステップ４３１又は４３２で区別して選択されたランダム
アクセスプリアンブルセットから一つのランダムアクセスプリアンブルをランダムに選択
する。以後、ステップ４５１で、ＵＥは、ランダムアクセス手順のために割り当てられた
タイム/周波数の無線リソースを用いてアップリンクを通じて選択されたランダムアクセ
スプリアンブルをＥＮＢ(又はネットワークノード）に伝送する。
【００９８】
　図５は、本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいた無線リソースを割
り当てるＥＮＢの動作を示す。
【００９９】
　図５を参照すると、ステップ５１０で、ＥＮＢは、ランダムアクセス手順に対して割り
当てられたチャンネルを介してＵＥからランダムアクセスプリアンブルを受信する。ステ
ップ５１１で、ＥＮＢは、受信されたランダムアクセスプリアンブルの抽出によって、ラ
ンダムアクセスプリアンブルがどのランダムアクセスプリアンブルセットに含まれている
かを判定する。
【０１００】
　ステップ５１１で判定されたランダムアクセスプリアンブルセットが、ＵＥが良好な無
線チャンネル状態にあり、次に伝送するメッセージサイズがセル境界で伝送が保証される
最小メッセージサイズより大きい場合に使用されるプリアンブルセットに含まれていると
判定された場合(ステップ５２１で“ＹＥＳ”)、ＥＮＢは、ステップ５３１に進行する。
【０１０１】
　ステップ５３１で、ＥＮＢは、ＵＥが次に伝送するメッセージに対して、セル境界で伝
送が保証される最小メッセージサイズより大きいメッセージを伝送することができる無線
リソースを割り当てる。
【０１０２】
　しかしながら、ＥＮＢが、ステップ５１１で判定されたランダムアクセスプリアンブル
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セットがステップ５２１の条件に該当するプリアンブルセットから区別される他のプリア
ンブルセットに該当すると判定した場合(ステップ５２１で“ＮＯ”)、ＥＮＢはステップ
５３２に進行する。
【０１０３】
　ステップ５３２で、ＥＮＢは、ＵＥが次に伝送するメッセージに対して、セル境界で伝
送が保証される最小メッセージサイズと等しいメッセージを伝送することができる無線リ
ソースを割り当てる。
【０１０４】
　ステップ５４１で、ＥＮＢは、ランダムアクセスプリアンブルに対する応答メッセージ
と共に、ステップ５３１または５３２で無線リソースが割り当てられたＵＥが、次に伝送
するメッセージに対して無線リソース情報を伝送する。
【０１０５】
　図６は、本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいて区別されるセット
からランダムアクセスプリアンブルを選択する端末機の装置を示すブロック構成図である
。
【０１０６】
　図６を参照すると、ＵＥは、無線チャンネル状態判断部６１１、メッセージサイズ判断
部６１２、ランダムアクセスプリアンブルセット選択部６２１、ランダムアクセスプリア
ンブル選択部６３１、及び送受信部６４１を含む。
【０１０７】
　無線チャンネル状態判断部６１１は、ＵＥの無線チャンネル状態がしきい値Ｙより大き
いか否かを判定する。図３に示したように、無線チャンネル状態判断部６１１は、チャン
ネル品質情報(ＣＱＩ)、経路損失、及びＥＮＢアンテナでの干渉レベルのような情報によ
って無線チャンネル状態を判断する。
【０１０８】
　メッセージサイズ判断部６１２は、ＵＥがアップリンクを通じて次に伝送するメッセー
ジのサイズを判定する。メッセージサイズ判断部６１２は、メッセージサイズがセル境界
でも伝送が保証される最小メッセージサイズより大きいか又は小さいかを判定する。
【０１０９】
　ランダムアクセスプリアンブルセット選択部６２１は、無線チャンネル状態判断部６１
１とメッセージサイズ判断部６１２による決定に従って、ＵＥが使用するランダムアクセ
スプリアンブルセットを選択する。ランダムアクセスプリアンブルセットは、無線チャン
ネル状態がしきい値Ｙより大きく、ＵＥが次に伝送するメッセージサイズがセル境界でも
伝送可能な最小メッセージサイズより大きい場合に使用される一つのセットと、上記条件
が満たされないときに使用される他のセットに分けられる。すなわち、ランダムアクセス
プリアンブルセット選択部６２１は、提供される無線チャンネル状態情報と、次のアップ
リンク上位メッセージ伝送に必要なメッセージサイズ情報とを考慮して区別されるランダ
ムアクセスプリアンブルセットであるセットＡとセットＢのうちの一つを選択する。
【０１１０】
　例えば、ＵＥは、しきい値Ｙより大きい無線チャンネル状態にあり、上位メッセージを
通じて伝送するメッセージサイズがセル境界でも伝送が保証される最小メッセージサイズ
より大きいと、ランダムアクセスプリアンブルセット選択部６２１は、ランダムアクセス
プリアンブルセットＡを選択する。しかしながら、上記条件を満たしていないと、ランダ
ムアクセスプリアンブルセット選択部６２１は、ランダムアクセスプリアンブルセットＡ
から区別されるランダムアクセスプリアンブルセットＢを選択する。
【０１１１】
　ランダムアクセスプリアンブル選択部６３１は、ランダムアクセスプリアンブルセット
選択部６２１によって選択されたランダムアクセスプリアンブルセットから一つのランダ
ムアクセスプリアンブルをランダムに選択する。
【０１１２】
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　送受信部６４１は、ランダムアクセスプリアンブル選択部６３１によって選択されたラ
ンダムアクセスプリアンブルを割り当てられたタイム/周波数無線リソースを用いてＥＮ
Ｂに伝送する。
【０１１３】
　図７は、本発明によるランダムアクセスプリアンブル設計に基づいて無線リソースを割
り当てるＥＮＢ装置を示すブロック構成図である。
【０１１４】
　図７を参照すると、ＥＮＢは、送受信部７１１、ランダムアクセスプリアンブル抽出部
７２１、ランダムアクセスプリアンブルセット判断部７３１、スケジューラ７４１、及び
ランダムアクセスプリアンブル応答メッセージ生成部７５１を含む。
【０１１５】
　送受信部７１１は、ＵＥからランダムアクセスチャンネルを受信する。
【０１１６】
　ランダムアクセスプリアンブル抽出部７２１は、受信されたランダムアクセスチャンネ
ルを用いてＵＥによって伝送されたランダムアクセスプリアンブルを抽出する。
【０１１７】
　ランダムアクセスプリアンブルセット判断部７３１は、ランダムアクセスプリアンブル
抽出部７２１によって解析されたランダムアクセスプリアンブルがどのランダムアクセス
プリアンブルセットに該当するかを判定する。この獲得されたランダムアクセスプリアン
ブルセットの結果は、スケジューラ７４１に伝達される。
【０１１８】
　スケジューラ７４１は、獲得されたランダムアクセスプリアンブルセットによってＵＥ
の無線チャンネル状態を判定する。したがって、スケジューラ７４１は、ＵＥの次に伝送
するメッセージに対して無線リソースを割り当てる場合に、この無線チャンネル状態を考
慮して無線リソース割り当てを決定する。
【０１１９】
　ランダムアクセスプリアンブル応答メッセージ生成部７５１は、スケジューラ７４１に
よって割り当てられた無線リソース情報をランダムアクセスプリアンブル応答メッセージ
と共に送受信部７１１を通じてＵＥに伝送する。ランダムアクセスプリアンブルセット判
断部７３１によって判定されたランダムアクセスプリアンブルセットが、ＵＥの無線チャ
ンネル状態がしきい値Ｙより大きく、次に伝送するメッセージサイズがセル境界でも伝送
可能な最小メッセージサイズより大きい場合に使用されるセットであると、スケジューラ
７４１は、ＵＥが次に伝送するメッセージに対して、最小メッセージサイズより大きいメ
ッセージに対する無線リソースを割り当てる。
【０１２０】
　しかしながら、ランダムアクセスプリアンブルセット判断部７３１によってチェックさ
れたランダムアクセスプリアンブルセットが、上記条件を満たしていない他のランダムア
クセスプリアンブルに属すると判定された場合、スケジューラ７４１は、ＵＥの次に伝送
するメッセージに対して、最小メッセージサイズに該当する無線リソースを割り当てる。
【０１２１】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、特許請求
の範囲を外れない限り、様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知
識を持つ者には明らかである。したがって、本発明の範囲は、前述の実施形態に限定され
るものではなく、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められるべき
である。
【符号の説明】
【０１２２】
　３１０　ＵＥ
　３１１　ＥＮＢ
　６１１　無線チャンネル状態判断部
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　６１２　メッセージサイズ判断部
　６２１　ランダムアクセスプリアンブルセット選択部
　６３１　ランダムアクセスプリアンブル選択部
　６４１，７１１　送受信部
　７２１　ランダムアクセスプリアンブル抽出部
　７３１　ランダムアクセスプリアンブルセット判断部
　７４１　スケジューラ
　７５１　ランダムアクセスプリアンブル応答メッセージ生成部

【図１】 【図２】
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【図７】
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